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城
間
町
政
20
年
を
引
継
ぎ
２

期
８
年
間
で
国
保
の
赤
字
問
題
、

待
機
児
童
全
国
ワ
ー
ス
ト
の
解
消

な
ど
諸
問
題
を
解
決
し
、
人
口
も

増
え
て
４
万
人
を
超
え
、
南
風
原

町
は
住
み
こ
こ
ち
沖
縄
県
で
２
位

か
ら
３
位
と
高
く
評
価
さ
れ
、
町

民
の
福
祉
や
社
会
の
利
便
性
が
大

き
く
推
進
し
て
き
た
。
今
後
の
町

づ
く
り
の
施
策
、
財
政
の
確
立
な

ど
で
町
長
の
継
続
を
多
く
の
町
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
赤
嶺
町

長
の
３
期
目
出
馬
を
要
請
す
る
が

ど
う
か
。私

へ
の
高
い
評
価
、
町
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
期
待
に
感
謝

を
申
し
上
げ
る
。
残
さ
れ
た
期
間

を
全
力
で
取
り
組
む
決
意
で
あ
る
。

３
期
目
に
向
け
て
は
、
家
族
や
後

援
会
と
相
談
し
て
早
い
時
期
に
判

断
し
た
い
。

ア
レ
ル
ギ
ー
給
食
棟
の

設
置
をア

レ
ル
ギ
ー
の
分
類
と
そ
れ

ぞ
れ
の
人
数
を
問
う
。

表
示
義
務
の
あ
る
８
品

目
で
卵
74
名
、
乳
55
名
、
小
麦
10

名
、
落
花
生
44
名
、
え
び
91
名
、

そ
ば
５
名
、
か
に
57
名
、
く
る
み

０
名
で
あ
る
。
保
護
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
の
回
答
で
あ
る
。
小
中

学
校
で
エ
ピ
ペ
ン
を
処
方
さ
れ
て

い
る
児
童
は
21
名
で
あ
る
。

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
生
徒
の

親
の
負
担
、
学
校
給
食
の
公
平
性

等
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
対
処
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
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赤
嶺
町
長

３
期
目
出
馬
を

答
　家
族
や
後
援
会
と
相
談
し
て
判
断
し
た
い
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共
同
調
理
場
は
、
ア
レ

ル
ギ
ー
除
去
食
を
調
理
で
き
る
設

備
で
は
な
い
の
で
、
詳
細
献
立
表

を
提
供
、牛
乳
等
、パ
ン
類
、主
菜
、

副
菜
、
デ
ザ
ー
ト
等
、
食
べ
ら
れ

な
い
生
徒
は
申
し
出
が
あ
れ
ば
減

額
し
て
い
る
。

仮
設
施
設
で
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
の
給
食
棟
を
設
置
で
き
な
い

か
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

の
給
食
と
し
て
除
去
食
、
代
替
食

対
応
、
施
設
規
模
な
ど
研
究
し
て

い
く
。

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置

で
き
な
い
か

全
国
で
体
育
館
に
防
災
対
策

と
し
て
エ
ア
コ
ン
設
置
が
進
ん
で

い
る
。
防
災
時
の
避
難
所
、
生
徒

の
熱
中
症
防
止
に
エ
ア
コ
ン
設
置

で
き
な
い
か
。

小
中
学
校
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
導
入
を
令
和
８
年
度
以

降
に
検
討
す
る
。
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近
年
の
異
常
な
高
温
多
湿
は

災
害
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
熱
中
症
は

も
は
や
自
然
災
害
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
教
育
現
場
で
は
特

に
屋
外
で
の
体
育
の
授
業
や
ス
ポ

ー
ツ
活
動
で
の
熱
中
症
が
懸
念
さ

れ
る
。
運
動
場
周
辺
に
日
陰
と
な

る
オ
ー
ニ
ン
グ
や
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ

ー
、
散
水
設
備
を
整
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

熱
中
症
対
策
と
し
て
こ

ま
め
な
休
憩
と
水
分
補
給
を
行
い
、

休
憩
は
木
陰
や
ピ
ロ
テ
ィ
ー
、
テ

ン
ト
な
ど
を
活
用
し
て
い
る
。
ま

た
、
保
健
の
授
業
や
体
育
館
で
の

授
業
に
変
更
す
る
な
ど
適
宜
対
応

し
て
い
る
。

運
動
場
で
は
気
温
や
湿
度
に

加
え
、
太
陽
と
地
面
か
ら
の
熱
を

も
ろ
に
受
け
る
。
特
に
子
ど
も
は

地
面
と
顔
と
の
距
離
が
近
い
た
め

体
感
温
度
は
高
く
感
じ
や
す
く
、

熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
昨

今
の
状
況
か
ら
も
常
設
す
る
設
備

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

今
現
在
は
、
体
育

の
時
間
や
外
で
活
動
す
る
時
間
は

テ
ン
ト
を
使
っ
た
り
木
陰
を
利
用

す
る
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
対
応

で
き
て
い
る
。

運
動
場
に
避
雷
針
の

設
置
を運

動
場
で
は
落
雷
に
よ
る
事

故
も
心
配
で
あ
る
。
校
舎
に
は
避

雷
針
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
運

動
場
に
は
避
雷
針
が
設
置
さ
れ
て

お
ら
ず
無
防
備
に
な
っ
て
い
な
い

か
。

校
舎
に
設
置
さ
れ
て
い

る
避
雷
針
は
、
校
舎
の
機
械
設
備

等
の
損
傷
を
回
避
す
る
た
め
に
設

置
さ
れ
て
お
り
運
動
場
は
カ
バ
ー

さ
れ
て
い
な
い
。

人
の
判
断
に
よ
る
避
難
だ
け

で
は
危
険
は
回
避
で
き
な
い
の

で
、
物
理
的
な
対
策
も
必
要
だ
と

思
う
。
建
物
の
保
護
と
い
う
目
的

だ
け
で
は
な
く
、
児
童
生
徒
の
安

全
安
心
が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
学

校
な
の
で
、
人
命
の
保
護
と
い
う

目
的
で
設
置
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

避
雷
針
を
設
置
し

て
も
１
０
０
％
リ
ス
ク
を
回
避
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
避
雷
針
を

増
設
す
る
こ
と
で
生
じ
る
安
心
感

か
ら
若
干
危
機
感
が
薄
れ
る
よ
う

な
懸
念
事
項
が
あ
る
。

防
災
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

配
布
を小

学
１
年
生
の
入
学
時
に
防

災
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
配
布
し
、
防

災
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
実
用

性
の
高
い
防
災
ア
イ
テ
ム
を
常
備

す
る
環
境
を
整
え
て
は
ど
う
か
。

学
校
現
場
で
は
児
童
生

徒
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
避

難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
常
備

す
べ
き
実
用
性
の
高
い
防
災
ア
イ

テ
ム
は
調
査
研
究
し
て
い
く
。
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運動場に
熱中症対策の設備を
答　状況に応じて対応できている

学校給食共同調理場落雷を抑制するPDCE避雷針
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